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してきた廣橋家 藤原北家日野流を出自とし、 日野兼光の五男頼資 資
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命が起こり、清朝が倒れ、年号は廃止された。
改元は、 天皇の即位、 天変地異、 疫病の流行、 瑞祥、 等の理由で行われた。





その出典が明記されている。換言するならば、年号勘文は漢籍引用文辞の宝庫である。年号勘文の特徴は、漢籍の引用文辞が比較的短文ではあるも の、数多くの引用 認められる点、また佚書からの引用が認められるケースもある点、等にある。このような特徴に鑑みるに、中国学、とりわけ校勘学・輯佚学に益するところ、大と言えよう。ただし、年号勘文に引く漢籍文辞は、原 からの直接引用ではなく、類書 を介 ての間接引用の可能性も想定しなくてはならず、この問題は今後 課題としたい。
他方、日本漢籍受容史・漢学史からは、勘申者やその周辺で如何なる

















古文書・部類記等を広範に精査していること、調査に使用した漢籍の底本を明示していること、冷泉家時雨亭文庫所蔵『皇 代記』 ・石川県立図書館森田 庫所蔵『本朝年代歴』 ・明治七年文部省刊『御諡号及年号読例』の各書に記される年号の読み方を提示していること、等に特色があると言える。氏の業績も、森本氏のそれとともに 参照不可欠なものと言えよう。
此の如き、廣橋家旧蔵記録文書典籍類及び年号勘文の資料的な価値




（）　『岩崎文庫和漢書目録』 （東洋文庫、一九三四年）四二四頁に著録されている。歴博の函架番号は後述の如く、 「Ｈ─六三─二二七」である。なお、歴博所蔵の廣橋家旧蔵記録文書典籍類の古記録を扱った図録に『中世の日記』 （国立 史民
235
［国立歴史民俗博物館所蔵『日野家代々年号勘文自応保度至応安度』影印・翻印篇］……髙田宗平・名和敏光




四五二頁に各々著録されている。歴博の函架番号は、 『律』が「Ｈ─六三─五六三」 、 『令義解』 「Ｈ─六三─五六四」である。なお、 『律』 ・ 『令義解』ともに鎌倉時代書写で、 『吉部秘訓抄』は南北朝時代書写と見られている（宮内庁書陵部編『図書寮典籍解題




詳しくは『岩崎文庫貴重 書誌 』Ⅳ（東洋文庫、二〇〇 年）を参照。廣橋家記録については、廣橋家に襲蔵されたもの、岩崎家に入り東洋文庫所蔵から歴博所蔵となったもの、 下郷共済会所蔵のものがあると言う （ 『国史大辞典 広橋家記録」の項〈橋本政宣氏執筆〉 ） 。　
なお、東洋文庫所蔵『古文尚書巻第三夏書・巻第五商書・巻第十二周書』 （唐










































































 二四 ・ 〇×横









 二七 ・ 二×横






















 二 ・ 一、Ａ２




 一一 ・ 一、Ｂ２



























いるが、元来は①と②は別紙であったのであろう。        以下、第二紙以降は横と糊代の各法量を示す。
      第二紙
　　
横
 三二 ・ 七
　
糊代
 〇 ・ 五
      第三紙横
 四三 ・ 六糊代
 〇 ・ 三
      第四紙
　　
横
 四三 ・ 七
　
糊代
 〇 ・ 二
      第五紙
　　
横
 四三 ・ 七
　
糊代
 〇 ・ 五
      第六紙
　　
横
 四三 ・ 六
　
糊代
 〇 ・ 三
      第七紙
　　
横
 四三 ・ 七
　
糊代
 〇 ・ 三
      第八紙
　　
横
 四三 ・ 七
　
糊代
 〇 ・ 三
      第九紙
　　
横
 四三 ・ 七
　
糊代
 〇 ・ 四
      第一〇紙
　
横
 四四 ・ 〇
　
糊代
 〇 ・ 三
      第一一紙
　
横
 四三 ・ 六
　
糊代
 〇 ・ 三
      第一二紙
　
横
 四三 ・ 七
　
糊代
 〇 ・ 四
      第一三紙
　
横
 四三 ・ 三
　
糊代
 〇 ・ 四
      軸付紙
　　
横
 七 ・ 〇
      
      本文全一三紙。虫損を修補し、更に総裏打修補を施す。













二八 ・ 七、 軸の直径




 七三 ・ 五
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 ［翻印］凡例○本翻印の底本は国立歴史民俗博物館所蔵の原本を用いる。○改行、 文字の挿入、 傍注等の底本の様態を可能な限り忠実に再現する。○継ぎ目は破線「
　　　　





























































      小子乃當服行德政惟弘大王道上以應天下安我所受
      殷之衆民也



























      後漢書曰愛養元綏以中和
　
政和




















      漢書曰愛養元綏以中和
　
嘉應










      後漢書曰愛養元上綏以中和
　
承安































































      周易曰乾元亨利貞正義曰元者善之長謂天之





















      礼記曰湯以寬治民文王以文治
　
禎祥
      後漢書曰聖人受命而王莫不制礼作樂以著
      功德功成作樂化定制礼所以赦代俗致禎祥
右依
 宣旨勘申如件造興福寺長官參議左大辨兼遠江権守藤原朝臣兼光
   建同
久度
年号事     德仁




     寛惠
        後漢書曰文章寛惠遭代康平
     仁治見上
                    権中納言藤原朝臣兼光
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   弘同
安度
前権中納言資宣卿      延文
　
漢書見上
      建定
　
史記見上
      長祥
　
脩文殿御覧曰調長祥和天之嘉風也




























































      後漢書曰以功名延慶于後
　
慶長
      毛詩注疏曰文王德深厚福慶延長
　
康永





































































      唐書曰陛下冨教安人務農敦本光復社












勘申年号事      延文
　　　
漢書曰見上

































































年号事    和保
毛詩曰宜尓家室樂尓妻帑注曰帑子也箋云族人和則得保其家中之大小也
    承慶
晉書曰上順祖宗下念臣吏万邦承慶
権中納言兼右衛門督藤原朝臣時光


























      周易曰利武人之貞志治也
            　
造東大寺長官參議左大弁藤原朝臣忠光




      文選曰以美人為君子以珎寶為仁義
　
元喜
      周易曰六四元吉有喜也
　
永和
      唐暦曰迎神用永和之樂
                  　　
右衛門督藤原忠光
                  









髙田宗平（国立歴史民俗博物館研究部非常勤研究員 〈研究支援者〉 ）名和敏光（山梨県 大学国際政策学部）
（二〇一三年四月一六日受付、二〇一三年九月一八日審査終了）
